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論 文

昭 和57年 7 月 長 崎豪 雨 時 の 路線 バ ス の 運 転手 の 行動 ・判 断

高　橋　和　雄
＊

　Behavior　and 　Judgement　of 　Bus　Drivers
at　Nagasaki　Flood　Disaster　on 　July　23

，
1982

KAzuo 　TAKAHAsHI＊

Abstract

　The　heavy　rain 　which 　swept 　over 　Nagasaki　districton　July　23，1982，killed　299　persons　and 　damaged
so　seriously 　to　Nagasaki　city　and 　its　vicinity ．　Roads　of 　Nagasaki　city　were 　submerged 　by　fiash　fiood．
Many 　cars 　were 　washed 　away 　by　fiood　and 　let　along　anywhere ，so　about 　20　car 　drivers　were 　killed．　On
the　other 　hand，　the　damage 　of 　buses　were 　not 　so 　serious 　and 　it　is　considered 　that　buses　are　a　safe 　trans−

porta正ion　system 　when 　it　rains 　heavily．　However ，　many 　buses　which 　were 　running 　were 　cancelled

everywhere ．Buses　were 　isolated　from　the　out 　side 　as　well 　as　owner 　driver’s　cars ．Therefore，bus　ddvers

were 　very 　busy　because　they　must 　collect 　infomnations　about 　roads 　and 　disaster，　make 　contact 　with 　the

operation 　center 　and 　order 　passengers　to　get　off 　for　evaculation ．　It　 seems 　important　problems　for
traffic　d孟saster 　prevention　are 　prese血匚ed ，　In　the　present　work ，　bus　disaster三s 三nvestigated 　by　inξerviews
and 　questionnaire　fQr　bus　drivers．　Damage 　for　buses　due　to　flood　and 　driver　behavior　are 　clarified 　and

prevention　for　traffic　disas匸er　by　flood　is　shown ．

1． ま え が き

　昭和57年 7 月長崎豪雨災害は都市型 と呼ばれ て

い る 。
ハ

ー
ド面 で は多量 の 自動車 の 被害，近代 ビ

ル の 地下動力施設 の 被害，電力 ・水道 ・ガ ス とい

っ た ラ イ フ ラ イ ン の 被害 ， 通信施設 の被害，また ，

ソ フ ト面で は災害情報 の 収集 ・伝達，災害復旧時

の交通規制な どが そ の特徴 と して 挙げ られ よ う。

特に ，
こ の 災害に お い て ，自動車 の 被害は被害台

数約 2万台，運転中の 人 的被害は，約20人に の ぼ

＊

長 崎 大学 工 学 部

Facu！ty 　 Gf 　Engineering ，　 Nagasaki　 Univ ．

り，洪水に よ る 自動車被害 と して は過去に例を 見

な い もの で あ っ た薯
2）
こ れ に 対 して ，大量輸送機関

で ある路線バ ス は，災害発生時に数多 く運行 して

い た に も拘 らず ， 死者零 とい う実績を残 した、路

線バ ス は洪水に強い 公共輸送機関として 評価 され

た 。 しか し，豪雨に よ る路面冠 水お よ び道路決壊

の た め に，路線 バ ス も数多 く運行障害 も しくは運

行中止 に追 い 込 まれ た 。 例え ば ， 長崎県営 バ ス で

は 18時以降運行 中 の車両 の 42％は．途 巾で 運行を

中止 した 。 専用 の 通信手段を もつ タ ク シ
ー，国鉄

長崎本 線 と異 な っ て ，路線 バ ス は災害時に は マ イ

カ
ー

と同様に 孤立 して しま う。 した が っ て ， 路線
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バ ス で は，災害およ び交通情報の 収集 ， 営業所と

の 連絡が 困難 で あり，運転手一人 で 運 行面の 行動
・判断，乗客 の 避難誘導な ど の 対応 に 迫 られた こ

と は想像に難 くな い
。 運転手 の 土 地勘 ・プ ロ 意識

に よ っ て，幸 い に も人的被害が なか っ た とは い え ，

路線パ ス の 運 行体制お よび防災対策に なん ら問題

が なか っ た の で あろ うか。そ こ で，本報告で は ，

ヒ ア リ ン グ調 査およ び ア ン ケー ト調査 に よ っ て ，

長崎豪雨時 の 路線バ ス の 被害 の 実態，運転手の 行

動 ・判断を分析 し，今後の 防災対策の 資料を提供

する もの で ある 。

2。
パ ス の 被 害の 概要

　〔1｝ 当 日の 状況

　長崎県南部に 7 月23日夕刻か ら降 り始 めた雨は

19時頃か ら滝 の よ うな豪雨とな っ て ， 市 内各地を

襲 っ た 。 斜面都市で ある長崎で は ， 河川 は み るみ

る うち に 増水 ， 都市下水路な ど の 中小河 川 に続き，

市街地を流れる中島川 ， 浦上川およ び八郎川が 20

時過 ぎか ら氾濫 し始め た。側溝か ら溢れた濁流に

よ っ て ，19時過 ぎか ら路面冠水が市内 の 低地 の路

上 で 生 じた 。 河 川沿 い の 路上で は 出水で 急激で ，

道路は川 の よ うに な っ た 。

　 こ れ らに よ っ て ，自動車が 先ず流され （19時15

分　 ラ ッ キ
ータ ク シー引き上げ指令）， 路面電車

（19時35分　運 行不 能中止 ）， 路線バ ス （20時

長崎県営 バ ス 運転中止指令） と交通機関が次 々 と

ス ト ッ プ した 。 山間部 の 国道 34号芒塚に 見 られ る

よ うな道路決壊が ，市内へ の 入 口 付近で 相 つ い で

発生 した 。 こ の よ うに ，路面冠 水，路面決壊あ る

い は道路を塞 い だ放置自動車 の ため に ， 夕方の ラ

ッ シ ュ 時に数多 く運行 して い た路線バ ス は ， 各地

で 立ち往生，運行中止とな っ た 。 例え ば ， 18時以

降運行中の 長崎県営 バ ス の 長崎，矢上お よび長与

営業所所属の バ ス の うち，そ の 42％ は途中で 運行

中止 とな っ た 。
マ イカ ーに 比べ て ，大型 の 交通機

関で あ る路線バ ス も， 中島川および八郎川 など の

河川沿 い の 路上 で は流 出被害を，また ，山間 部で

は土砂崩れ に よ る被害を受けたが ，人的被害は幸

い に も零で あ っ た 。 しか し，こ の なか に は，次 の

よ うな人的被害に い た る危険な状態 も数 ケ
ー

ス 含

まれ て い た響
4）
すなわち，長崎市矢上町の 東公民館

前国道34号上で ，長崎県営バ ス 2台が流 され て 立

往生 し車内が冠水 した 。 運転手が が大きな金槌で

窓 ガ ラ ス を叩き割 っ て ，車体 の 流出を防ぎなが ら，

バ ス の 屋根に 乗客67人を避難 させ た 。 次 い で ，近

くに た また まあ っ た歩道橋か らカ ー
テ ン を つ なぎ

あわせ た ロ ープを 吊 して もらい，乗客およ び運 転

手は危機
一

髪の と こ ろ ， 安全な場所へ 避難 した 。

写 真一1 は流 され ， 大破 した バ ス が，流木 ととも

写 真
一1　 東長崎 矢 卜：町 で 流 され，大 破 した バ ス

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

58 高橋 和 雄　昭 和57年 7 月長崎豪雨時 の 路線 バ ス の 運 転 手の 行動 ・判断

に 洪水を堰 き止め ，ダ ム ア ッ プ の 原因 とな っ た現

場で ある 。

　長崎市中央部の 賑橋で も，長崎県営バ ス が洪水

に 浮か び流 され始めた。10人位の乗客が 自己紹介

を しは じめ ， もし，生き残 っ た人が い た ら， こ の

バ ス に こ うい う人が残 っ て い た と い う こ とを伝 え

よ うと した 。 運転手は乗客を励 ま し ， 江戸 町の 県

庁前 の 坂 に 無事 バ ス を避難 させ た。

　 こ の ほか ， 国道34号土で最大 の 崖崩れ （約70m ）

が発生 した芒塚の カ ーブ近 くで ， 危険を未然に察

知 した長崎県営バ ス の 運転手の 判断で ，多数 の 乗

客が崖崩れに よる被災か らの が れた 。 また，長崎

自動車   の バ ス も滑石の 崖崩れ の 直撃に よ っ て 大

破 したが，乗客は直前に避難 して無事で あ っ た。

　〔2｝ 機能障害

　表 一1 に長崎県営 バ ス と長崎自動車  の 車両 の

被害状況 を示す。バ ス の 大破 ・中破は少な く，ほ と

ん どが冠水に よ る エ ン ジ ン，冷房機，バ
ッ テ リー，

ワ ン マ ン 機器，ブ レ
ー

キな ど の 電気および機械系

統 の 機能障害で ある．冠 水 レ ベ ル に よる主 な整備

内容（長崎自動車   の場合）を 表
一2 に示す 。 ス テ

ッ プ下段 （40cm ）か らブ レ ーキ ， 冷房機お よびバ

ッ テ リ
ー

の 障害が始まる。と くに ，泥水が潤滑油

の 役目を果 して ，ブ レ ーキ の 利きが悪 くな る 。 床

面 （90〜100cm）か らエ ン ジ ン の 障害が起 る 。
エ ン

ジ ン を い っ たん停止 させ ると，次 の 発 進 は無 理 で

あ るが．エ ン ジ ン をか け た まま進め ば，水位が床

表 一1　 バ ス の 被害台数
』i． i“「「
　会 社 名　 大破 ・

中破 浸水 修理 浸水 点検 計 在籍車 両

長崎県営バ ス　　　 3

長 崎 白 動 車 　 　 　 2

55178 61125119305476604

表一2　 バ ス の 被害区分 お よ び主 な 整備内容

注 ）Q 緊急 分解手入，△ 漸 次 分解手 入，× 点検不用

冠 水 状 況
エ 　ン 　ジ 　 ン

ワ ン マ ン機 器

冷 房 機
バ

ッ テ 1」一
運賃 箱

ライ ト
ブ レ ーキ

シ ー　ト 以 上

床 面 〜 シ ー ト

床　面　 ま　 で

ス テ ッ プ下面まで

OO

△

×

OoO

△

○

○

△

×

○

△

△

△

面位な ら運行で きるよ うで ある 。

　 〔3｝ 復旧

　長崎市 の 交通 に 占め る路線 バ ス の ウ エ ー トは 他

の 同規模の 都市 に 比 べ ると ． 10％程度高 い
。 長崎

県営 バ ス およ び長崎自動車  の 2 社に よ っ て ，市

内の い たる と こ ろが結ばれ て い る 。 路線バ ス の通

行道路 を優先 した道路 の 復旧 と ，
マ イ カ ー規制に

よ る バ ス の 依存度 の 増 大 とで ，バ ス の 復旧 は急 を

要 したた め に ，修理 ・復旧 は順調 で あ っ た。長崎

自動車   で は ， 7月29日か ら長与町・時津町方面の

バ ス の 増便を行 っ て
， 国道 206号 の 署長規制に よ

る交通規制中の 通勤 の 足を確保 した1）また．長崎

県営バ ス で も国道 206号を臨時に 使 っ て 時津 まで

の 路線を増便 し，こ れと時津港 と長崎空港間 の 旅

客船航路を結ん だ 。 こ の 航路は ， 他 の 道路が復 1日

する 間 ，長崎市 と諌早市 の 間 の 有効な旅客用 の 幹

線 とな っ 耀
　国道 34号 長崎バ イパ ス に 適 用 された災害対策基

本法第 76条に よ る交 通規制は，緊急 自動車の み の

通 過を認 め る もの で あ る 。 と こ ろが ， 長崎東部 と

の 連絡に ， 路線バ ス 以外に有効な交通手段がな い

ため に ， 災害復 1日担当者の 通勤の 足 も無 くな っ て

しま うあ りさま で あ っ た 。
つ ま り，厳 しい 交通規

制は，災害復旧 の障害と もな りかね な い もの で あ

っ た 。 交通量 に 余裕があ っ た こ ともあ っ て ， 長崎

バ イパ ス の 規制 は，バ ス の 通行の 許可を契機 と し

て，段階的に解除 され た 。 こ の バ イパ ス の 運行経

過 を表
一3 に示す 。

こ の よ うな
，

い わば ， 法律 の

枠を越えた弾力的な運用 は きわ め て適切であ っ た

と い え る 。

3． ア ン ケ ー ト調査によ る運転手の 行動
・

　　判断

　〔1〕 ア ン ケ
ー トの 目的

　洪水時の 路線バ ス の 運行面の 防災対策を検討す

るため に は ， 災害に 直面 した運転手個 々 の 行動 ・

判断を明 らか に す る必要が あ る 。 明 らか に すべ き

項 目 は，災害時 の 交通状況 ，
バ ス の 車両の 状況 ，

乗客 の 状況 ， 乗客の 避難誘導，営業所 と の 情報伝

達 体制，災害後実 施 され た防災対策な どで あ る 。

そ こ で ，本調査で は ア ン ケ
ー ト調査に よ っ て ，こ
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表一3　 バ ス の 交 通 規 制 中の 運 行 経 過 （長 崎 バ イ パ ス ）

月　 日 バ ス の 運 行 関 係 の 経 過

7 月23目　災害発 生

7 月26目

7 月 27日

7 月 28日

　　　　 県警交通 部 長 へ 定期 バ ス 乗入 を要望 （15：

　 　　　 00）
　 　 　 　 県 警 よ りバ ス の 乗 入 に つ い て 県 災 害 対 策
7 月 29口
　 　　　 本部名 で 申請す る よ う連絡 あ り（17：00）

　　　　 認 ス テ ッ カ ー222枚受 領 し県営 ，島鉄，
　　　　 西肥，長崎各バ ス 会社へ 配布

　　　　 九 州国際観光バ ス ，九 州急行 の バ イ パ ス

　　　　 乗入 に つ い て 陳情受

　 　　　 関係 バ ス 会社 の 運 行希望本数 を取 りま と

7 月 30日　 めて 県 警 へ 要望

　 　　　 県警 に お い て 203 本 に 制限

　　　　 認 ス テ ッ カ ー203枚県警 よ り受領 し各 バ

　 　　　 ス 会社へ 配分調整

7 月 31日

　 　 入 の
8 月
　　

8 月

長 崎 バ イ パ ス の 状 況

全 面 通 行 止

片側通 行 可能

2 車 線開 通 （14：00）

災害対策基本法第 76条に よ る 規制

路線バ ス

7 ：QO− 9：00，17：00− 19：00
222本 運 行

路線バ ス 　終 H　 425 本 運 行

バ ス （lt人 乗 マ イ ク 卩 以 上 ）

終 目　 可

れ らの 諸点を 分析する もの で あ る 。

　ア ン ケ ー トは次 の 6 項目か らな る。

A ：所属会社 ・年齢な ど運転手 自身 の こ と（5問）

B ：災害の状況 （7 問）

C ：災害発生 時 の 運転手 の 行動 ・判断 （16問）

D ：バ ス の 乗客 の状況 と避難誘導 （6 問）

E ：気象警報 ・そ の他の災害時の 情報伝達（5 問）

F ：水害後 の 路線バ ス の 防災対策 （4 問）

な お ，調 査対象は ， 長崎市内の 路線バ ス 会社で あ

る長崎県営バ ス および長崎自動車  の 2社 と した 。

対象者 は 7月23日当日 の 運行表を もと に ， 豪雨 と

な っ た18時以降運行中 で ，災害 に直面 した路線バ

ス の運転手 と した 。 ア ン ケ ー ト用 紙は長崎 自動車

  に つ い て は各営業所，長崎県営 バ ス に つ い て は

長崎交通労働組合を通 じて ，配布 ・回収 した。回

収率 ・
そ の 他は，表

一4 に 示す とお りで ある 。 ア

ン ケ
ー

トの 主 な結果を以
一
ドに 示す 。

　  　災害 の 状況

　図一1 はバ ス の 場所別被害台数を示 した もの で

あ る
。

バ ス の 被害 は主要幹線道路上に集中 して い

る。特に ， 長崎駅前か ら宝町，銭座町，大橋町ま

で の 国道 206号 ・206号に被害台数が 多い 。こ の 地

区と長崎式 見港線の 浦上川沿い の 路上 で は バ ス は

路面冠 水に よる被害を受けた 。 市内中心部の 巾島

川
一
ド流域の 浜町お よ び八郎川 ド流域 の 矢上 町 で は，

バ ス は 河川氾濫の 影響を受 けた 。 こ れ らに対 して，

周辺 山間部，例え ば国道 206号 の 北 部地 区，長崎

バ イ パ ス 入口 の 昭和 町お よ び国道 34号芒塚で は土

砂崩れ，路面決壊の 影響を受 け た 。 な お，豪雨に

よ っ て 運行 に障害を生 じは じめ た 時刻を調 べ た と

こ ろ ， 19時か ら20時30分に集中 して い る。 こ の 時

問帯 は，路面冠水お よ び河川氾濫が 始ま っ た 時刻

表一4　 ア ン ケ
ート回 収率

会 社 名 　 配 布数 同 収 数 対 象 数 回 収率

長崎県営バ ス 　　⊥06　　 85

長 崎 自 動 車 　 239 　 176

82　　 80．2％

156　　　73．6 ％

合 　 　 計 345　　　　261　　　　238　　　75．7 ％

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

60 高橋和雄　昭和 57年 7 月長崎豪雨時の 路 線バ ス の 運 転手の 行動
・
判 断

図
一1　 バ ス の 場所別被害台数

と一致 して い る 。

　水害時の 交通状態 を表
一5 に示す。こ れ よ り，

「洪水の影響を受けずに 運行で きた」 の は，わず

か 9．9％ に 過ぎな い
。 90％ 近 くが運行に 障害を受け

て い る 。 そ の 原因は ， 表
一5 の 2〜 7 に 示 すよ う

に 多様で ある。特に注 目すべ き は， 「放置 された

自動車な どが道路を塞 い だ こ と に よ る連行障害」

で ある 。
マ イ カーが道路を塞がな ければ ，

バ ス は

運行で きたはずで あ る 。
こ の 事実は マ イ カ ーの 放

表
一5　災害時 の 交通 状 態 に つ い て お 教 え 下 さ い

　　　　 　　　　　　　　　　 （有 回答数　 233）

L 　渋 滞な し

2．渋滞

3．規 制 に よ る交通 【ヒめ

4．路 面 冠 水 に よ る 運 行障害

5． 自動車 な どが道 路 を塞 い だ た め 運 行障害

6．道 路 決壊 に よ る運 行 障害

7．路 面冠 水 ・道路泱壊 に よ る 運 行 障害

9．9％

8．2％

9，0％

36，9％

15，4％

9．4 ％

11．2 ％

置問題 など災害時の 交通 環境利用 の ル ール が必要

で あ る こ とを示す もの で あ る。

　災害に遇 っ た バ ス の 冠水状態は，表 一6 に 示す

とお りで あ る。市街地 の 冠水水位が 高か っ た こ と

もあ っ て，29．6％が床面 （90〜100cm）まで の 冠水

を受け て い る。 シ
ー

ト （150cm）もしくは そ れ以上

の 冠 水も 7．2％を占める。しか し，表 一7 に 示すよ

うに 「ブ レ
ー

キ の機能低下」 お よび 「冷房機の故

障」 はかな り見受け られる もの の ，　 「エ ン ジ ン の

故障」 はきわ めて少な い
。 また ， 表 一8 の よ うに ，

「バ ス が流された」割合 も少な い
。

表
一6　 バ ス の 冠 水状態 （有回答数　 234 ）

1．冠 水な し

2．　ス テ ッ プ下 段

3． ス テ ッ プ 中段

4．床面

5．　 シ ート まで

6．　 シート以一ヒ

18．8％

81．2％

32．5％

26．9％

5．5 ％

1．7 ％
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　 マ イ カ ー
が エ ン ジ ン 停 止の た め に移動で きず に，

そ の まま路上で 流された事実 と比較す ると，車高

が 高い バ ス は洪水に 強 い 交通機関とい える 。

　（3〕 運転手 の 行動 ・判断

　次に 運行中の 運転手 の行動 ・判断を調べ る 。 表
一9 の バ ス の 取扱 い をみ る と， 「何 とか運行を終

了 した （1．， 2．の 合計）」は 33．2％ で ある 。 残 り

は運行を一時中止す るか ，中止 して い る。こ の う

ち， 5．の 「移動できずに路上に そ の ままい た」 は

34．1％ に 達する 。 こ れ は運 行で きな くな っ た バ ス

（3．〜 6，の 合計 ） の 51．0％ に 及ぶ 。次に ，表一 5

の 交通状態 と の 関係で 調 べ た と こ ろ， 「規制によ

る交通止め」 の 場合に は 「高台の 安全な場所 に 移

動 した」が 54，1％ で ある 。

．一．一方， 「自動車な どが

道路を塞 い だ た め の 運 行障害」 で は， 「高台の 安

全な場所に 移動 した」が，わずか 13．9％ に 過 ぎな

い 。早 目の 交通規制 の 有用性が 指摘で きよ う。

　バ ス の 運行を中止 したか ど うか尋ね た とこ ろ，

表
一IO｝［示すよ う に， 75．5％ が中止 して い る 。 中

止 の 理 由 とそ の 決断者を表 一11，12に示す 。 中止

の 理 由は，災害時の 交通状態 （表一5 ）と密接に

関係 して い る。　「営業所か らの 運行中止指令」は

わずか6．2％ ときわめ て 少な い 。大多数が 災害に 直

面 して 運行 を中止 して い る 。 長崎県営 バ ス で は20

時に 運転中止指令を出 して い る。しか し，運行中

の バ ス に連絡する手段がない ために ，事実上，営

業所か らの 発車中止指令の 役目しか果たさなか っ

た。こ こ で 注目すべ きは 「周囲の 状況か ら危険を

感 じたため」 21．5％で，土地勘の ある路線 バ ス の

運転手な らで は の 判断とい えよ う。

　 次に，運 転中止 の 決断は 「営業所か らの 指令」

は 10．8％ と少な い
。 運 転手本人お よ び複数に よ る

もの が 82．4％ を占め る 。 運転を中止 した後の 運転

手 の 行動 を調 べ た と こ ろ， 75．4％ が 「バ ス の なか

表
一7　 バ ス の 機能 障害 （有同答数　 227）

1．正常

2． ブ レ
ーキ性 能 低 下

3、冷 房 の 故 障

4． ワ イ パ ーの 故障

5， ワ ン マ ン機器 の 故障

6．灯 火 の 故障

7、 エ ン ジ ン の 故 障

33．9 ％

54，6 ％

18，5 ％

0．9 ％

1．3％

0．4 ％

1．8％

表
一10　バ ス の 運 行 を 中止 しま した か

　　　　　　　　　　　　　　　（有回 答数　 237）
1．中 止 した

2．中 止 し なか っ た

75，5 ％

24．5 ％

表
一11　運行中止 の 理 由を お教 え下 さい

　　　　　　　　 （有 回答数 　 177　 複数 回 答 あ り）

表
一8 　 バ ス は 浮 い て 流 され ま した か

　　　　　　　　　　　　　　　（脊 回 答数　　222 ）

1．流 され た

2．浮 い た け れ ど流 され な か っ た

3．流 され な か っ た

2．7 ％

5．9 ％

91．4 ％

L　 路 面冠 水 の た め

2．道路 決 壊 の た め

3，交通 渋滞あ るい は 放 置 自動車 の た め

4．営業 所 か らの 運 行 中 止 指 令 を受 け と っ た

　 　た め

5．周 囲の状 況 か ら危 険 を感 じた た め

6． バ ス が 浮い て 流 され た た め

47．5 ％

27．1％

17．5％

6．2％

21．5％

0．6 ％

表一9　災 害 当 時，バ ス を ど の よ う に 扱 い ま し た か

　　　　　　　　　　　　　　　（有 圓 答数　 235）

表一12　運 行 中 止 の 決 断 は誰が しま した か

　　　　　　　　 （有 回答数　 176　 複数回答あ り）

1． 匚ヒ常の コ ース を進 ん で 運 行 を終 了 した

2．安 全 な 道 路 を迂 回 し て 運 行 を終 ∫し た

3．近 くの 営 業 所，駐 車 場に 入 れ た

4，高台の 安全 な場所 に 移 動 した

5．移動で きず に 路上 に そ の ま まい た

6．　 トン ネル 内に 避 難

17．0 ％

16．2 ％

5．9 ％

26．4 ％

34．1 ％

0．4 ％

⊥．連 転手本 人 の 決 断

2．運 転千複数 に よ る相談

3．営業 所 （運 行管理 者）な どか らの 指令

4．消防団員，警察官な どか らの 指令

5， 自治 体 （市 町 村） 職 員 か らの 指令

6．乗客 と根談

70．5 ％

11．9 ％

10．8 ％

9，7 ％

1．1 ％

0．6 ％
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で 待機す る 」か ， 「近 くで 状況 を見守 っ て い る」，

また，バ ス の 流出，埋没の 危険性が あ っ た場合に

半数近 くの 47．6％ の 運転手が流出対策を して い た 。

そ の 内容に 注目す ると，身動きが取れ た場合に は

バ ス を安全な場所に移 して い る 。

一方，移動で き

な い 場合に は ， 四 輪を石な どで 歯止めをするか ，

窓を全部開け るな ど して 車体の 流出を防ぎな が ら，

自動車な どの 流出物の バ ス へ の 追突を防 い で い る。

また，全体の 34．4 ％ の バ ス は，運行中に歩行者や

マ イカーの ド ラ イ バ ーを車内に避難 させ て い る 。

　こ の よ うな災害に 直面 し て 考え た こ と を尋ね た

結果を表
一13に示す 。 「乗客の 安全」を考えた運

転手が圧倒的に 多い
。 これが 建前で な く，本音で

あるな らば運転手の プ ロ 意識の 現れとい え よ う。

また，こ の よ うな運転手 の 考え が乗客に与えた安

心感 は大きか っ た と思わ れる。

　（4） 営業所へ の 連絡

　通常 の 場合，運行中の バ ス の 運行中止，そ の 他

の 判断は ，営業所の 運行管理者の 指示に 従わね ば

な らな い
。 そ の 連絡手段は 電話回線が

一
般的で あ

る 。 運行中に 営業所に連絡 したか ど うか を尋ね た

とこ ろ，表一14に 示す結果を得た 。 全体の 82．5％

が 「連絡 しよ うと した」 が，そ の うち の 約半分の

45％ は連絡で きなか っ た 。 連絡 の 手段は 92％が 電

話回線を使 っ て お り，主 と して ，電話 の 輻輳の た

め に こ の 結果 とな っ た 。 次に，連絡が取れた場合

の 連絡内容と，営業所か らの 指示内容は表
一15．

16の とお りで ある 。 連絡 の取れた時間帯 は ， 豪雨

と な っ た 19時か ら23時30分まで と，広 く分布 して

い る 。 運行に 関する今後 の指示を求め る連絡の 他

に，　 「避難，待機場所の 報告 と乗客 の 安 全確保 の

報告」の よ うな事後報告が 24．O％ を 占め る。営業

所の 運行管理者 と して も，状 況 の 把握 が 困難 で あ

っ たよ うで，そ の 指示内容は多様で ある 。 あ くま

で 運行続行 に こ だわ っ た ケ
ース は きわ め て 少 な く，

おおむね妥当な指示 であ っ た とい えよ う。

　〔51 乗客 の 様子 と避難誘導

　運 行中の バ ス の 乗客 の 様子を表
一17に示す 。 「大

混乱 した．1 バ ス は ， 矢上 町で 流され た 2台 の 長崎

県営 バ ス ，お よび，滑石で 崖崩れ に遇 っ た長崎自

動車   などで あるが．そ の 割 合は3．8％ と， きわめ

て少な い 。地震の 場合 とは異 な っ て ，洪水は瞬時

に は生 じな い こ とと ， 運転手 の冷静な行動が こ の

よ うな結果を生 んだ と思われ る 。

表一13　災害 に直面 して 考えた こ とは な んで す か

　　　　　　　　 （有回答数　 220　 複数回答 あ り）

12345乗客 の 安 全

自宅 の こ と

無我夢中

自分 の 安 全

職場 の こ と

86．8 ％

37．7 ％

16，8 ％

8，2 ％

6．4 ％

表 一14　運 行 中 に 営 業 所 に運 絡 しま した か

　　　　　　　　　　　　　　　（有 回答数 　 223）

1290連絡 した

連絡 し ょ う と し た が で きな か っ た

連 絡 し な か っ た

45，3％

37．2 ％

17．5 ％

表
一15　営業所へ の 連絡内容を教 えて 下 さい

　　　　　　　　　　　　　　　 （有 回 答数 　 75 ）

1．運 行 不 能 の 状 況 報 告 とそ の 後 の 指 示

2．避難，待機場所 の 報告 と乗客の 安全確保
　 の報告

3．道路状況の 把握

4．運 航 の 不 可 を 確認

5． パ ス を放胃 して よ い か の 確認

57．3 ％

24．0 ％

12．0 ％

4．0 ％

2．7 ％

表一16　連 絡 の 取 れ た 場 合の 営 業所 か らの 指 示

　　　　　　　　　（有 図答数 　 92　 複 数 同答 あ り）

12345678その ま ま運 行せ よ

し ば ら く待機 し て 様子 を み よ

運 行 を 中止 して 安 全 な 高 台 に 行 け

運 行 を 中止 して 近 くの 営 業所 に戻 れ

運 行を中［［1して 乗客を避難 させ よ

運 転手 の 判断で 行動せ よ

迂 回 して 運 行せ よ

了 解，判 っ た

2，2 ％

33．7 ％

14．1 ％

12．0％

14．］．％

21．7 ％

2．2％

5，4 ％

表一17　乗客の 様子 は ど うで し た か

　　　　　　　　　　　　　　　（有回答数 　 2上2 ）

1290大 混 乱 し た

や や 混 乱 した

冷 静 で あ っ た

3．8％

20．3％

75，9 ％
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　運行中に おけ る乗客か らの 要望お よ び運転手か

ら乗客へ の 呼び掛 け ・連絡 の 有無を表
一18，19に

示す 。 乗客の 主な 内容は 「自宅へ の連絡を取 りた

い 」 17件， 「こ れ以上 運行 して 大丈夫な の か 」 7

件， 「家族が心配な の で 目的地まで行 っ て ほ しい 」

5 件， 「目的地ま で どの 位時間ば かか る の か」 5

件， 「情報が欲 しい ，ラ ジオ はな い の か 」 4件で

ある 。
バ ス の 中で 乗客は状況が判 らずに ， 目宅の

こ とを心 配 した よ うで あ る 。

　 61．6％の 運転手が 「乗客に 呼び掛け」を して お

り，そ の 呼び掛け の 主 な内容は表
一20の とお りで

あ る 。 運行中止な ど の連絡の 他に ， 運転手 は乗客

の 不安を和 らげた り，車内で の乗客の行動を指示

して い る 。

　次に ，乗客 の 避難誘導に あた っ て ，そ の 決断を

誰が したかを表 一21に示す 。 「運転手の判断」が

74．6％ で あ る 。 「消防団 ・警察官の 指示があ っ た

場所」 は ， 渋滞の ためバ ス がか たま っ て い た国道

206号銭座町付近 に集中 して い る。他 の 地区 の 孤

立 した バ ス で は，運転手 の みで 対応 した 。

　 表一22の避難方法をみ る と ，　 「乗客が各自自力

で避難 した」は半数で ，残 りの 半数は他人 の 協力

を必要 と して い る 。 そ の うち の 60％ （全体 の 30％）

は運転手が背負 うな どして 避難 して い る 。

　表
一23は乗客を避難させた とき の 水深を示す も

の で あ る 。 市街地 の 冠 水水位が 高か っ た こ とか ら，

「腰ま で 」47．1％ ， 「胸まで 」 26．5％ ， 「首まで」

11．8％ とか な りの 水深 で あ る。洪水 の 流れは急で

あ るため に，ロ
ー

プ伝い に避難 して い る 。 子供 ，

女性お よ び老人 の バ ス か ら の 避難は
一

人で は 困難

で あ っ た とい え よ う。

　また，バ ス か ら避難誘導 した乗客数 は，表 一24

の とお りで ある 。 災害発生 時が夕方の ラ ッ シ ュ 時

と重な っ たため に，　 「30人以上」 42．2％ ， 「50人

以上 （満員）」 10．9％と乗客数が 多い
。 こ の よ う

に ，路線バ ス の運転手は多数の 乗客の避難誘導 に

表
一20　運転手か ら乗 客へ の どん な 呼 び掛 け を し ま し

　 　 　 た か

内　　　　　　　 容 箇数

1．運行中 LLし，し ば ら く待 機 して 様子をみ 28
ま す

2．運 行中止 し ます 17

3．家に 連 絡 して くだ さい 17

4．乗客の 不 安を和 らげ るた め の 言葉 16

5 　 避 難 上 の 注 意事 項 12

6．運 行中の 乗客 の 行動の 指示 7

7．道路情報，周囲の 状況の 説明 4

表
一21 乗客 の 避 難誘導 は ど うして 決 め ま した か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（有 回 答 数 　 67 ）

1．運 転手の 判 断

2．消防 団，警察官の 指示

3．営 業 所 か らの 指示

4．乗客 の要望

74，6 ％

19．4 ％

1．5 ％

4．5 ％

表 一22　 避 難 の 方 法 は ど う しま した か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（有 回 答 数 　 66 ）

1．乗客が 各 自自力で 避 難 した

2．消 防 団，警 察 富 な どの 誘 導 に よ っ て 避 難

　 　した

3．乗務員が 背負 うな ど し て 避 難 し た

4．周囲 の 人 々 の 協力ICよ っ て 避 難 し た

5、バ ス に 乗車 さ せ た ま ま

50．0 ％

12，1 ％

30．3 ％

4．6 ％

3．O ％

表
一18　乗客か ら何か 要望 が あ り ま し た か

　 　　　　　　　　　　　　　 （有回答数　　　162）

　

た

た

つ

っ

カ

あ

な

LZ

表一23　避 難 した 時 の 水深 は どの く らい で した か

　　　　　　　　　　　　　　　（有圓答数 　68）

34、0 ％

66．0 ％

表一19　運 行 中 に 乗 客 に 呼 び掛 け
，

連 絡 を しま した か

　　　　　 　　　　　　　　　 （有 回 答数　 164 ）

1．　 し た

2，　 し な か っ た

61．6 ％

38．4 ％

1．な し

2．膝

3．腰

4、胸

5．首

6．全 身

7．　 2m 以上

8．8 ％

91．2 ％

47．1％

26，5％

11．8％

4．4 ％

2．9 ％
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も活躍 し，人的被害か ら乗客を守 っ た 。 なお ， こ

の ほ か に ， 乗客の 避難後も ， 運転手は避難 した乗

客へ の 連絡をま と め て 行 っ た り，さ らに は ， 食事

の差 し入れな どの世話もして い る 。

　（6） 気象警報 ， 災害情報の伝達

　表一25に示すよ うに 当 日 16時50分に 発令された

「大雨警報を知 っ て い た 」運転手はわずか 22．3％

と非常に少な い
。 こ の 値は マ イカーの ドラ イ バ ー

が 27．1％知 っ て い た の に比 べ て も低 い 胛知 っ て い

た 場合 の 情報入手手段を表
一26に 示す 。 「ラ ジ オ 」

「テ レ ビ 」 の マ ス コ ミに よ る もの が 93．7％を 占め

「営業所か らの 通 知」は 皆無 で あ る 。 営業所の 運

行管理者 （バ ス 会社） の 大雨警報に対する関心の

低さを如実に物語る もの で あ っ た と い えよ う。

　災害当時の バ ス に 「ラ ジオ が 装備 されて い た」

の は ， 表
一27に示すよ うに，20％ に満たな い

。
こ

の こ とか らも，バ ス は情報収集が困難で あ っ た こ

とが うかが え る 。 当然なが ら，車内に ラ ジオ が装

備 され て い る場合に は ， 表
一28に 示す よ うに 85．7

％が 「ス イ ッ チ を入れ て い る」。
つ まり， ラ ジ オ

に情報収集を求めた ， とい え る 。

　 「運行中に 異常な災害が発生 して い た こ とを知

っ て い たか」， を調べ た結果を表 一29に示す 。

「知 っ て い た 」 は 17．3％で ，運転手及び乗客 は状

況が判 らなか っ た と い え る 。　「知 っ て い た 」場合

の 入手経路を謌 べ た と こ ろ， 「ラ ジ オ」が ト ッ プ

で ，次い で 「自分 の 判断」 で ある 。 少数で あ る が ，

「通行中 の タ ク シ
ーの 運転手か ら」 とい うの も含

まれ て い る 。

　 〔7｝ 水害後 の 防災対策

　水害後 の 防災対策 と して ，
バ ス の 車両の 装備品

な どに 改善が あ っ たかど うか尋ね た と こ ろ ， 表
一

30の 結果 を得 た 。 「改善が あ っ た」 とす る 34．1％

は，長崎県営 バ ス の 「全車両 に ラ ジオ が装備され

た 」 こ とで あ る。また，長崎自動車   に つ い て は

2 人が 「ア マ チ ュ ア 無線の 車内持込み の 許可」 を

あげて い る。

　 運転手 サ イ ドか らみた，水害後の 防災教育お よ

び運行面の 改善 の 有無を表一31，32に 示 す 。 ほ と

ん ど何 もな され て い な い と い うの が実 感で あろ う。

　 災害時に孤立 した バ ス に お い て ，人的被害が無

表一24　避 難 させ た 場 合の 人 数　　（有 回答数　75 ）

1．　 1 人
一5人

2．　 6 人
一10人

3． ll人一20人

4． 21人 以上

5．不 明

61．3％

26．7 ％

4．0 ％

5．3 ％

2．7 ％

表
一25　大雨警報の 発令 を災害発 生 前に 知 っ て い ま し

　　た か 　 　　 　　 　　　 　　 （有回答数　 215）
1，知 っ て い た

2．知 らな か っ た

223 ％

77．7 ％

表一26　大 雨警報 の 発令 を何で 知 りま し た か

　　　　　　　　　　　　　 　　（有回答数　 48）

L　 テ レ ビ

2．　 ラ ジ オ

3．同 僚

45．8％

47．9 ％

6，3 ％

表
一27　バ ス に ラ ジ オが 設置 きれ て い ま した か

　　　　　　　　　 　　　　　 （有 回答数　　　232 ）

1．付 い て い た

2．付 い て い な い

18ユ ％

81．9 ％

表
一28　ラ ジ オ の ス イ ッ チ を人 れ ま した か

　 　　　　　　　　　　　　　 　（有 回答数　　42 ）

1．入 れ た

2．人 れ な か っ た

85，7 ％

14．3 ％

表一四 　運 行 中 に 異常 な災害 が 生 じて い た こ と を知 っ

　　て い ま し た か 　　 　　　 　　（有回答数 　 191）

1．知 っ て い た

2．知 らな か っ た

17．3 ％

82．7 ％

表
一

即 　バ ス の 防災対策 と して 車内の 装 備 品 な どに 改

　　善 が あ りま したか 　　　　　　（有 回答数　 176 ）

1．　 あ っ た

2．な か っ た

34．1％

65．9 ％

表一31 水害後，災害を対 象 と し た 講習会な ど が 実施

　　 され ま し た か 　　　　　　　 （有 回答数 　 184）

　

た

た

つ

　

〉

っ

カ

あ

な

上

2

2．7 ％

97．3％
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か っ た理 由に つ い て 運転手に尋ねた結果を表
一33

に示す 。 「バ ス は自動車よ りも車高が 高くて 安全

で ある 」 49．8％，と い う物理 的理 由 の他に ， 「運

転手の 的確な状況判断によ っ た」 445 ％ ， を あげ

た運転手が多 い
。 しか し， 「偶然 の 結果 に 過 ぎな

い 」 が 13．7％ もある の が見逃せ な い
。

　 （8｝ そ の 他

　 ア ン ケ ー トの 最後に 自由な意見 を記 入する欄を

設けた 。 そ の 主な事項を ピ ッ クア ッ プすると次 の

通 りで ある 。

〔a ｝ マ イ カ ー
の 運転手 の 無謀さが 目に つ い た 。 自

　動車が道路を塞がな ければ，バ ス は運行で きた

　 し， 安全な高台へ 移動で きたはずで あ る 。

｛b） 危険箇所は早目 に 交通規制 して 欲 しい
。 道路

　情報板が 一般道路に も欲 しい
。

｛c ） 運転手は 日頃勝手 に コ ース を変え る と ， 処分

　を受け る た め に ，洪水時に もぎ りぎ りま で 判断

　が 難 しい
。 早 目の 指示が欲 しい

。

（d）営業所へ 連絡 して 指示を仰 ぐ余裕が な く， 乗

　客 の 避難が 先で あ っ た 。 緊急 の 場合 ， 災害に 直

　面 した運転手の 判断で 行動せ ざ るを得な い の で

　 はな い か 。

｛e ｝ 地域全体 の 災害情報お よ び 交通 情報を い か に

　早 く受け取 るかが，安全運行の 基準に な る。し

　か し，異常気象時 に 営業所へ 連絡 して も，電話

　が通 じた こ とが な い 。情報が な い と，車内に 閉

　 じ込 め られ た乗客お よ び運転手は不安で あ っ た 。

　災害，交通情報が 把握でき る シ ス テ ム が是非 と

　 も必 要で ある 、

　 〔9） ア ン ケ ートの ま とめ

　以上 の ア ン ケ ー トの 結果よ り明 らか に な っ た こ

とをまとめ ると，

（a ） 洪水によ る路面冠氷，路面決壊の他 に，マ イ

　カ ーが 道路を塞 い だ た め に ，路線バ ス は運行障

　害を受けて ，運行 中止 とな っ た 。 しか し，バ ス

　の 機能障害や 流された ケ ース は少 なか っ た 。 路

　線バ ス は洪水に 強 い 交通機関 で あ る。

（b） 電話 の 輻輳 な ど に よ っ て ，営業所と の連絡が

　で きに くか っ たため に ， 運行中止お よび乗客 の

　避難誘導は 運転手 の 判断に よ る部分が 多か っ た 。

　運転手の土地勘 ・プ ロ 意識に 某つ い た的確な判

65

表
一32　大 雨警報が 発令 され て い る と き運行面で 対策

　 が あ りま した か 　　　　　　　（有同答数　 157）

　

た

た

つ

つ

か

あ

な

LZ 4、5 ％

95．5 ％

表一33　今 回 の 災害で バ ス に よ る人 的被 害が な か っ た

　 理 由は 何だ と考 え ます か

　　 　　 　　 　 （有回答数　 211　 複数回答 あ り）

1． バ ス は 自動車 よ りも車高 が 高 くて 安全 で
　 あ る

2．運 転 手に 土 地 感 が あ っ た

3．運 転手の 的 確な 状況 判断に よ っ た

4． た ま た ま偶然の 結 果 に過 ぎな い

5．諌早水害の 教訓

49，8 ％

16．6 ％

44．5 ％

13，7 ％

O，5 ％

　断が ，バ ス 被害，乗客 の 混乱，さらに人 的被害

　 を食 い 止 め た
。

〔d 　路線 バ ス は特別な情報伝達手段をもた な い た

　め に ，運 行中の 運転手は災害情報お よ び交通情

　報をほ とん ど知 らなか っ た。水害後の 防災対策

　は，路線 バ ス に ラ ジオが装備 されたケ ース があ

　 る の み で ，まだ確立 して い な い 。今後 の 課題 で

　 ある とい え よ う 。

4． 路線バ ス の 異常気象時の 運行体制

　 バ ス 会社の 運輸課 ， 運転課お よび営業所にお い

て ，路線バ ス の 異常気象時 の 運行体制な ど に つ い

て， ヒ ア リ ン グ調査 した結果 をまとめ ると，次の

通 りで ある。

　〔1） 異常気象時 の 運行管略

　各バ ス 会社は運行管理規程を もち ，
そ れ に 基づ

い て 運行管理者等 の 職務およ び権隈，な らび に 路

線バ ス の 運行 の 安全確保に 関する事項が 定め られ

て い る。

　異常気象時にお ける運行管理者 の 処理事項 （長

崎県営 バ ス の 場合）に よ れば，　 「運行管理者は，

災害風雪そ の他天候異常，そ れ に伴 う道路状況 の

変化等 の お それが ある とき は，あ らか じめ所属路

線 の 状況調査 など，臨機に 必 要な予防措置を講 じ，

そ の 状況を所属長 に 報告する とともに ，関係営業

所長に 連絡 ・通報 しなければな らな い
。 運行管理

者は，異常気象時 の 安全運行を確保する ため に ，
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『異常気象時に お け る運行制限お よ び中止基準 」

に従 っ て 運行の 制限また は中止をす る もの とす る 。

（後略） 1と規程され て い る 。

　運転手に対 して も安全運行服務規程に 異常気象

時等 の運転要領が決め られ て い る 。
こ れ に よ れば，

「運転手は営業所の 運行管理 者などに よ り道路事

情を聴取 し， 必要に 応 じて 防護安全 措置を講ずる

とと もに ，そ の 状況を旅客に 通報す るな ど適切な

処 置を行い ，事故発生 もしくは運行不能が 予測さ

れ るときは，運行管理 者の 指示また は 自らの 判断

に もとつ い て運行を中止 し，安全な る地帯に退避

しな ければな らな い
。 こ の場合 ， すみや か に 最寄

りの 営業所 の 運行管理者に 連絡する もの とす る．」

　 こ の よ うな規程に 基づ い て ，
バ ス 会社で は ，表

一34に 示す よ うな異常気象時の防災対策を実施 し

て い る。運 行管理 者は運行前に運転手に事前調 査

の 結果を指示 して い る。しか し，こ の対策は台風

・大雪の 後の 運行 の 対策 に は有効で あるが ， 集中

豪雨の よ うな ， 急激 な 気象 の 変化に対 して は役に

立 たな い 。運行 中 の バ ス に指示する シ ス テ ム が必

要 とな っ て くる。

　 i：2） 気 象 ・誉 i甬情 朝 の 俣 達体制

　異常気象時の気象 ・交通 情報 の 入手お よ び伝達

方法を図
一2 に 示す 。 気象台 ・長崎県警察本部の

交通管理 セ ン タ ーに電話による問合せ を し， そ の

内容を各営業所に伝達 す る シ ス テ ム で ある 。 気象

台か ら気象警報を 直接受け取 る契約は結ん で い な

い
。 長崎県営バ ス で は，水害を契機に 電話を輻輳

に 強い重要加入電話に切 り換え た 。 長崎 自動車 

もほ ぼ同じで ある 。 しか し，同社で は電話は水害

以前か ら重要加 入電話を使用 して い た 。

　   　運行中止 指令 の 伝達方法

　 運行 巾止指令が 出さ れた場合に ，営業所 か らの

発車中止 は容易 で ある 。 しか し，運行中の バ ス に

連絡す る こ とは非常に 困難で あ る 。 運行中の バ ス

の 運転手か らの 電話連絡 な ど が な い 限 り，事実上，

連絡が取れな い v 図
一3 は長崎県営 バ ス の 指令 の

流れで ある 。 1）の方法，つ ま り 「停留所と契約 し

て ， ど こ で バ ス を止め る」 と連 絡 も伝え る方法 は

水害以前 か らあ る が ，実際問題 と して ，豪雨の な

か で 時間通 りに 到着 しな い バ ス に伝え る こ とは容

表一34　異 常 気 象時 の 防災 対 策 （長崎県営 バ ス ）

図一2　異 常気 象時の 情報の 流 れ （長 崎県営 バ ス ）
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運 行中の バ ス へ の 連 絡 方法

1） 停 留 所 と契 約 し て ，ど こ で バ ス を 止 め う と連絡

2） バ ス の 全 車両に ラ ジ オ を設 置 （水害後），放送 局 に

　連 絡 を依頼

図
一3　バ ス の 運 行 中止命令 の 流れ （長崎県営バ ス ）

易 で な い 。2）の 方法 は水害後に 実施された もの で

あ る 。 そ の 内容は ， まず ， 路線バ ス の 全車両 に ラ

ジオ を整備 し ， 運輸課か ら放送局 （NBC ラジオ ）

に 運行中止指令 の 放送 を電話 依頼す る シ ス テ ム で

あ る。 NBC ラ ジオ で は 「ラ ジ オ の 役割は災害情

報伝達 にあ る」 との 使命感か ら， 災害情報の 放送

に熱心 で ある 。 昭和59年 1月18日 の 大 雪に よる交

通混乱 の さい に も， 定時番組を打ち切 っ て気象 ・

交通情報を 流した 。 こ の放送 で ラ ジ オが こ れ らの

情報伝達に 役立 つ こ とが立証 された 。 運転手か ら

の 連 絡手段は依 然 として で きな い ため に ，

一
方通

行で あ るが ，一
つ の 改善 とみ て よ い で あ ろ う。 な

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

自然災害科学　 4 − 2　 （1985）

お，長崎自動車   で は，運転手 の 個人的な利用お

よび乗客の迷惑 を考え て ラ ジ オ の装備を認め て い

な い の で ， ラ ジ オ以外 の 連絡 シ ス テ ム を検討 中 で

ある 。

　（4） 水害後の 防災対策

　路線 バ ス の 水害後の 防災対策を会社別に ま とめ

る と， 表
一35， 36の よ うにな る 。 長崎県営バ ス に

つ い て は ，こ れま で 示 した こ とをまとめた 内容 と

な っ て い る 。 長崎 自動車  の 場 合は検討中の 防災

対策で ある 。 長崎市の 地形的な制約か ら ， 無線 も

届 く範囲 が 狭 くて 効果的 で な い こ と，経費 の 問題

お よび豪雨中に は防災災害無 線が バ ス の 車内で は

聞こ え な い 恐れがあ る こ とな ど検討すべ き こ とが

多 く，今後の 課題 とな っ て い る 。

表一35　災 害 後 の 防 災 対 策 （長崎県営 バ ス ）

1　 交通 局 と各営業所 の 電 話 を輻輳に 強 い 重要加 入

　 電 話 に 切 替

2　 全 車両 に ラ ジ オ を設置

3　運 行中の バ ス へ の 指令 の 伝 達 を 放 送 局 に 依頼

表一36　検討中の 防災対篥 （長崎 自動 車 ）

1．異常気象の 予報が あ る と きバ ス に 無線機 を携 帯

　 させ る

2．艮 崎市役 所の 防災災害無線の 利用

5． まと め

　 ア ン ケ
ー トお よび ビ ア リ ン グ調査 に よ っ て ，長

崎豪雨災害時の 路線 バ ス の被害，運転手の 行動 ・

判断 ， 情報の 収集 ・伝達，乗 客 の 様子 お よび水害

後 の 防災対策な ど に つ い て 貴重な資料が 得 られた 。

これ らの 結果か ら，路線バ ス は洪水時に数多 く運

行 して い た に もかかわ らず，物的被害が少な く，

か つ 人的被害 も零で ， 洪水に強 い 交通機関で ある

こ とが 立証された 。 こ の成果は ，
バ ス の 車高が高

い と詈う物理 的理 由の他 に ， ヒ地 勘の あ る路線バ

ス の 運転手 の プ ロ 意 識に 支え られ た 行動 ・判断に

よ るもの で あ っ た 。 ま た ，災害復 旧時に は ，
い ち

は や く復旧 して ，交通 規制中 の市民の 足を確保 し

た 。 こ の よ うに ， 長崎豪雨災害で は路線バ ス の 実

績 が，高 く評価 されたが，情報伝達体制な ど に 問
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題点が ある こ とが判明 した。本調 査をもと に，路

線バ ス の災害時の防災対策を 明 らか にす る と，

　〔1｝ バ ス は車高が 高 く，床面 （90〜IOOcm）まで

の 水深で は走行可能で ある。バ ス は自動車に比べ

て 洪水に 強 い 交通機関 で ある。また，土地勘 ・プ

ロ 意識に 支え られた路線バ ス の 運転手 の 行動 ・判

断は被災を未然に 防い だ適切な もの で あ っ た 。 こ

の こ とか ら，大雨警報が発令 され て 洪水の 危険性

がある ときは ，
マ イ カ ーを使用せ ず に ，よ り安 全

な路線 バ ス を利 用す べ き で あ る。

　 12｝ マ イカ
ー

の 放置 によ っ て，運 行可能なはず

の 路線 バ ス も路 ヒで 運行中止 に 追 い 込まれた 。 こ

の こ とは，マ イ カ ー
の 運転

’
手が あ くま で 車に こ だ

わ っ た認識 の 甘 さを露呈 す ると ともに ，災害時 の

交通環境利用の ル ール の確立が必 要な こ とを示す

もの で あ っ た 。 路線バ ス の みな らず ， 緊急自動車

の 通行路を確保 するよ うな防災教育をす る こ とが

大切で ある 。

　〔3｝ 運行中 の 路線バ ス と営業所 との 間 の 連絡体

制が，電話回線に依存 して い た ために ， 運行 中 の

路線バ ス へ の連絡が不可能で あ り， また路線バ ス

か ら営業所へ の 連絡は取りに くか っ た 。 災害時に

は電話が輻輳する こ とは常識 で あ る か ら，運行中

の 路線バ ス と の 電話以外 の 情報伝達 シ ス テ ム の 開

発が望まれ る 。

一
部 で は ， ラ ジ オ の 利用が実現 し

て い るが ， そ の 整 備 は遅 れ て お り，今後 の 課題で

ある 。

　 ［4） 路線 バ ス の 運行を総括す る運行管理 者が．

運行中止な どの 判断をするにあた っ ては，気象 ・

災害情報を早 く， 正確 に 受け取る こ と が 前提で あ

る。そ の ため には，バ ス 会社 と気象台 ， 交通管制

セ ン タ
ー

お よ び 道 路管 理 者 の 間の情報交換 シ ス テ

ム の 確立が 必要で ある 。
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